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女性会レポート！活動報告・予定

お問い合わせ
黒石商工会議所女性会事務局
TEL：52-4316

■通常総会開催
　去る平成31年４月23日、赤提灯に
おいて通常総会が開催され、総勢20
名の会員が出席しました。今年度は
役員の改選期となっており、会長に
松村久美子氏（㈲松葉堂まつむら）、
副会長に渋川麗子氏（㈱渋川製菓）
と端田裕花氏（リンクフェイス）が選
任されました。

■青少年の森開きへおにぎり提供
　去る令和
元年６月２
日、「青少年
の森開き」
で振る舞わ
れるおにぎ

りづくりを行いました。総勢８名の会
員が参加し、マス入りのおにぎりを約
200個提供しました。

■黒石よされ廻り踊りへ参加
　来たる令和元年８月20日、今年も
黒石よされ廻り踊りに参加します。場
所は駅前広場です。黒石よされ最終
日にぜひ皆様も一緒に踊りを楽しみ
ましょう！会員一同、皆様のご来場を
心よりお待ちしております。

第３回 創作黒石やきそばコンテスト

　令和元年５月28日（火）、赤提灯において当所通
常議員総会が開催され、総議員数58名に対し出席
者数16名、委任状行使者数40名、合計56名の出席
となりました。総会はまず、新岡常雄会頭の挨拶に
はじまり、続く議案審議では上程された議案第１
号から議案第６号まで満場一致で原案どおり可
決承認されました。また、総会終了後の懇親会で
は、髙樋憲市長をはじめとした関係各位にご出席いただき、終始和やかな雰
囲気のなか新たなスタートを切りました。

黒石商工会議所通常議員総会

　黒石商工会議所では10月に予定されてい
る消費税率引上げ及び軽減税率制度の導入
に向けて、０円でカンタンに使えるPOSレジ
アプリ「Airレジ」を体験できるコーナーを開
設いたしました。
　飲食店や小売・卸売業をはじめ、軽減税率
対応レジの導入を検討されている方々に、実
際に見て！触って！体験してもらえるコーナーとなっております。
　黒石市産業会館２階、黒石商工会議所フロア内に設置しておりますので、お気
軽にお立ち寄りください。

＜ 基 本 方 針 ＞
　会員事業所の経営安定のため、相談業務・情報提供の充実を図るととも
に、持続的経営の実現に向けて積極的に行動する。

■令和元年度事業計画

「やきそばのまち黒石」を、元気にするため、美味し
くて、おもしろ楽しい、そして斬新なアイデアを広く
求めます。条件は、黒石やきそば麺＊を使うことだけ。
ほかは何を使ってもok。小学生でも宇宙人でも、どな
たでも参加できます。最優秀賞１品、優秀賞２品は、
「黒石こみせまつり」（９／７・８）で販売＊＊。
ふるってご応募ください。

＊黒石やきそば麺 ( 会で使用しているオリジナル麺 ) 
＊＊販売にあたっては主催者が適宜フォローいたします。 

日　　時 ：７月 28  日（日）  午後１時～
場　　所 ：黒石市スポーツ交流センター（勤労青少年ホーム）調理室（黒石市内町 24-1）
審査方法 ：主催者選任審査員が「テーマ」「味」「見た目」「オリジナリティ」 などの項目で評価し、

コンテスト当日に審査結果を発表します。 
期間等：６月 17 日（月）～ 7 月 19 日（金）。先着 15グループです。  
連絡先：黒石つゆやきそば HAPPY 麺恋 ジ゙ャー事務局まで

黒石商工会議所内 
電話：0172-52-4316  FAX：0172-53-3875  mail：htoyomaki@k-cci.or.jp 

参加者は調理できる服装でお越しください。黒石やきそば麺以外の食材は各自でご準備ください。 

主催団体    黒石つゆやきそば HAPPY 麺恋 ジ゙ャー
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「創作黒石やきそばコンテスト」今年もやります

「Airレジ」体験コーナー開設

平成３０年度 繁盛店づくり支援事業実施報告

上町商店会
みそラーメンくろいし鉄満堂　

相馬大輔 様

一番町通り商店街振興組合　
旬夏秋冬

松井ノリ子様、松井七皇子 様

　平成30年11月～平成31年２月にかけて、市内中心商店街の２店舗が「繁盛店
づくり支援事業」に参加し、集客増加を目指して店舗陳列や販売促進、情報発信に
ついて学びました。（全３回）

　当事業は、㈱全国
商店街支援センター
が商店街に対し店舗
づくりの専門家を派
遣する事業。並山武
司氏（I&C INSTITUTE
代表）を専門家に迎
え、店舗の強みを活
かして集客を増やす
ノウハウを学んだあと、実際にその場で実践する研修でした。
　最終回の成果発表会では、商店街メンバーが集まるなか、参加店が研修成果と
今後の目標・計画について発表し、店舗と商店街の今後の方向性を共有しました。
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聞き取り調査実施件数 こみせの建築形式と使われ方の変遷

調  査  結  果

［概要版］青森県黒石市中心部における「こみせ」の建築形式と使われ方からみた変遷と継承された特性
　大学院の修了研究を行うにあたり重要伝統的建造物群保存地区に指定された黒石の「こみせ」の調査並びに研究をさせていただきました。ここに、その経緯、調査・研究
内容、研究を通して私が考えたことを記載させていただきます。

こみせの研究を行った理由
　大学在学中に、雪国の伝統的な建築である雁木を設計・調査をする機会を通して、
その特性や問題点を学びました。また、大学院に進学し、雁木と同様の形式をもつ「こ
みせ」が黒石に残っていることを知りました。黒石に訪れ、こみせには蔀をはじめとし
て雁木とは異なる点がある事、木造のこみせと類似した形式で、鉄骨造やRC造のこみ
せがある事を知りました。また、中には木造のこみせとは異なる使われ方がされてい
るものもみられ、形の上では「こみせ」が維持されていても、別の用途として使われて
いるのではないかと感じ、今回の研究に至りました。

調査方法と結果
　研究では、前述にもある、こみせの形式と使われ方を次の３点から調査しました。
まず１つ目に、現地調査を行い現状を把握し、２つ目に、聞き取り調査を行い、住民
の皆さんがこみせをどのように使っているか知り、３つ目に、古写真や文献を用いて
こみせの変遷を捉えました。
　以上の調査結果を整理すると、（1）こみせ建設当時から在る建築形式と使われ方は
数が少ないが、現在まで継承されている事。（2）木造だけでなく鉄骨造やRC造の出
現、雪だけでなく雨や風に対する使われ方をもつものが出現し、現在まで継承されて
いる事。（3）鉄骨造とRC造の中で、こみせの正面に建具を入れる場合、こみせの隣地
境界部分が通行できないようになっており、雨や風に対する使われ方の一つである
「性能」が失われている事がわかりました。
　20世紀後半頃から次第にこみせが減少すると、それに伴い隣地が空地となり、こみ
せの「性能」が低下しました。そこで、正面に入れていた建具を側面にも入れることで
「性能」の向上を試みたと思われます。しかしこれが、「こみせ通り」の良さである連続
した歩行空間という「性能」を失うことにつながったと考えられます。

研究を通して
　今回の研究結果をみると、（3）のように、こみせの良さが失われてしまう変化もあり
ますが、（1）や（2）のように、住民の生活に根ざした変化もなされてきたと私は考えて
います。そこで今後、「こみせ」の特性を大きく損なわない程度の変化を許容すること
で、「住民の生活に根ざしたこみせ空間」と「重要伝統的建造物群保存地区の魅力」が
一致し、より魅力的なこみせになり、町の活性化につながると考えています。本研究が
中町をはじめとして、黒石のこみせ修景事業を行う際に「こみせ」 を再度考える際の
一助となることを願い、住民の皆様には、自身の「こみせ」について再認識する機会と
なることを願っています。今回の調査では住民、市役所、商工会議所の職員方をはじ
めとして多くの皆様にお世話になりました。この場を借りて深く御礼申し上げます。

商 工 く ろ い し 　令和元年６月30日　（2）第330号

［WEB］
「商工くろいし」の電子版を当会議所ホームページに掲載しています。
パソコンはもちろん、スマホ・タブレットでもご覧いただけます。
http://www.k-cci.or.jp/syokokuroishi/
※ご覧になるためには、Adobe Reader（無償）というソフトが必要です。

新入職員

　会員事業所の皆様の経営をインターネットを通じてサポートします。
　当会議所ホームページからいつでも、どこでも、好きなだけ、無料でセミナーを
ご覧いただけます。

ＷＥＢセミナーのご案内

●お問い合わせ　黒石商工会議所　TEL：52-4316

【まずはご相談ください！黒石市創業相談ルーム】
　創業・起業支援の専門家「インキュベーション・マネジャー（IM）」が、構想・企画
段階から創業・起業に至るまでご相談に対応します。●日時：毎月第１、第３木曜
日10：00～16：00●場所：黒石商工会議所相談室
●お問い合わせ／黒石商工会議所相談課　TEL：52-4316

【労働保険年度更新の手続きについて】
　労働保険の年度更新（平成30年度確定保険料と平成31年度概算保険料の申
告・納付手続き）の時期となりました。期間は６月３日から７月10日までとなって
おりますので、お早めの手続きをお願いします。
●お問い合わせ／青森労働局総務部労働保険徴収室　TEL：017-734-4145

【新規高等学校卒業予定者を対象とした求人の早期申込みを！】
　令和２年３月に高等学校を卒業する生徒を対象とした求人の申込み受付が６
月１日から開始となりました。地域経済を支える若い優秀な人材を確保するた
め、新卒者の採用と早期の求人申込みをお願いします。
●お問い合わせ／黒石公共職業安定所　学卒担当　TEL：53-8609

東京工業大学　環境・社会理工学院
建築学系都市・環境学コース
　　　　　　　　　　　   島津　奨

令和元年度 検定試験（７月以降）

●お問い合わせ　黒石商工会議所　検定担当　TEL：52-4316

■黒石商工会議所の開催内容

※販売士検定（リテールマーケティング検定）

検　定 実施級

１～３級

２～３級

２～３級

１～３級

４～６級

11月17日

２月23日

７月13日

２月19日

10月27日

２月９日

８月１日

10月27日

12月８日

２月９日

10月１日 ～ 10月23日

12月23日 ～ １月23日

５月13日 ～ ６月13日

12月19日 ～ １月20日

８月19日 ～ ９月26日

12月２日 ～ １月９日

５月27日 ～ ７月４日

８月19日 ～ ９月26日

９月30日 ～ 11月７日

12月２日 ～ １月９日

検定日 申込受付期間

簿　記

販売士

珠　算

●黒石商工会議所を選んだ理由は・・・
　高校卒業以来県外へ進学・就職していましたが、自身の
将来を考えたときに地元・黒石で生活するという選択肢が
いつも頭の片隅にあり、黒石商工会議所の求人情報を見
かけた折にＵターンを決意しました。また、前職で同じく地
域活性化やまちづくりに関わる業務を経験していたので、
そこで得たものを地元で活かしたいと考え応募しました。
●仕事の内容は・・・
　振興課に所属し、商工会議所内にある黒石中小企業相
談所の一員として、会計業務や補助金申請の支援などに携
わりながら日々勉強中です。また黒石物産協会の事務局も担当しており、地元の
産品に対する理解を深めながら、市外・県外へいかにアピールしていくかを考え
ています。商工会議所ホームページの更新も担当していますので、経営のこと・地
域のことについて役立つ情報などを是非探しに来ていただければと思います。
●メッセージ・・・
　たまの帰省以外では10数年ぶりの地元での生活となりますが、なつかしさを感
じる一方で、昔と変わったところ、住み続けている人にとっては当たり前だけど今
まで知らなかったことなど、新たな発見の毎日です。会員の皆様、また地域の皆様
との関わりの中で、地元に貢献できる職員を目指して頑張りますのでよろしくお願
いします！

　　　　　　　　　　　　 けいせい

振興課　後藤　慧生


